


宮崎県をモデルにして、地方における周産期医療の実状を調査した。この結果、母体搬送

については県央地区ではほぼ地区内で対応できているが、他の地区では地区内だけでは対

応できず、県央地区や一部県外にも搬送されていることが分かった。一方、受け入れ側の

状況をみると、3 次施設としての機能が要求されているのは、県立宮崎病院、宮崎市郡医

師会病院、宮崎医科大学であるが、要員や設備は決して満足できるものではない。さらに、

これらの施設は県央に集中しており、地理的条件や交通機関の関係で県下のすべてのハイ

リスク症例を収容することは不可能である。この問題の解決にはセンター的病院で研修し

た医師を地域の拠点病院に配置し、中程度の症例や搬送までの処置を行えるようにするこ

とが必要である。そのためには、施設の整備に加えて周産期医療に関する医師や看護婦の

卒後教育の充実が不可欠である。


